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石田尚志《絵と窓の間》　2018年　

　美術家の石田尚志（いしだ・たかし／1972年東京生まれ）は、自らが描いた絵画
を連続的に撮影する手法（ドローイング・アニメーション）で制作した映像作品に
より、1990年代から国内外で評価されてきました。
　石田の近年の代表作《絵と窓の間》では、大小様々な 3 点の映像と 1 点の絵画が
展示室内の広い空間の中で独創的なインスタレーションとして展開されます。高松
市美術館の特別展「石田尚志　絵と窓の間」では、この《絵と窓の間》をはじめと
する近年の代表的なインスタレーション作品に加えて、10代から現在に至るまでに
制作されてきたドローイングや油彩・水彩による絵画作品を含む約80点の作品をご
紹介します。
　生々しくリアルな筆触が印象的な映像や屋外で繰り広げられる伸びやかな線描を
捉えた映像、細密な線描が集積するドローイング群や水彩作品、石田が幼少期に描
いた「かいじゅうたち」と呼ばれる可愛らしい絵画たちも展示室に登場します。ぜ
ひ会場にお越しいただき、絵画と映像を横断する石田尚志の作品をお楽しみくださ
い。

特別展「石田尚志　絵と窓の間」は2025年 8 月 8 日（金）～10月 5 日（日）、高松市美
術館にて開催。
詳細はホームページをご覧ください。

� 高松市美術館　髙見翔子

©Ishida Takashi
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「催し物のお知らせ」は休載いたします。

丸亀うちわ
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）
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杉の巨木に囲まれ山の霊気が漂う札所
　標高938ｍの焼山寺山の八合目付近にあり、道の険し
さでは四国遍路で最難所といわれる焼山寺。徒歩ではも
ちろん、車でも細い山道をくねくねと長時間進まなけれ
ばならず、無事着いたときの安堵感はひとしおです。
　この寺はもともと、大宝年間（702～704年）に役行者
小角が山を開き、蔵王権現を祀って一
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を結んだの
が霊場としての起源。その後「摩廬山 焼山寺」となっ
たのは、空海の大蛇退治の奇譚に由来しています。この
山には大蛇が住み、火を吐いて村を襲い人々を苦しめて
いる、と聞いた空海が退治に向かったところ、大蛇は全
山を火の山にして妨害。そこで空海は「摩廬（水輪）の
印」を結んで進み、虚空蔵菩薩と三面大黒天に祈願した
ところ大蛇を岩窟に閉じ込めることができた、というお
話。空海は虚空蔵菩薩に感謝して像を刻み、堂塔を建立
したとされています。
　境内には樹齢数百年の杉の巨木が並び、霊山の雰囲気
が漂います。また、約 2 km下ったところにある杖杉庵
は、四国遍路の元祖とされる衛
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伝説の舞台となっ
た場所。休憩をかねて立ち寄ってみてはいかが。

住所：徳島県名西郡
神山町下分地中318
アクセス：公共交通
／ JR徳島駅→徳島
バス神山線または佐
那河内線寄井中→徒
歩約 8 km　※神山町
営バスは廃止
車／徳島自動車道藍
住 ICから約40km

わたしの推しポイント
焼山寺は、四国霊場で第66番雲辺寺に次ぎ
2番目に標高が高い札所。 1番札所から歩
くと最初に出合う遍路転がし（難所）で、
登り切ったと思ったら下り、また登るとい
う、まさに修行の場。ただ、道中では多彩
な植生を観察でき、登り切れば眼下に絶景
が広がります。達成感とともに自然の雄大
さを感じられる山岳札所です。（百十四経
済研究所　研究員 松本佳代子）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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